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マルチメディアビジョン"C32-HMV7''と画面イメージ

これからのテレビには,ディジタル衛星放送,インターネット,パソコンなどのさまざまなメディアからの映像を,自在にかつ高精細に映し

出す新たな性能が必要となってくる｡マルチメディアビジョン"C32-HMV7”には,l125コンバータ,ワイヤレスPCコントロール機能〔vGA(Video

Gr叩hicsArray)入力端子2系統〕を装備した｡

マルチメディア化ということばに代表されるように,

テレビの映像ソースは急速に多様化しており,さながら

テレビ界のビッグバンといった状況を呈している｡メデ

ィアがディジタル化することで,安価なコストで大量の

情報を送ることができるようになり,多チャネル化や多

メディア化が急速に進展している｡今や,ディジタル衛

星放送からは3けたの数のチャネルが降り注ぎ,電話回

線やCATV(有線テレビ放送)を通じてさまざまな情報

にアクセスできるようになってきている｡

このような状況の下で,テレビ本体の機能･性能も大

きく変化しようとしている｡このたび,この状況に対応

して32型マルチメディアビジョン"C32-HMV7''を開発

した｡この機種は,1125コンバータ,ワイヤレスPCコン

トロール機能(VGA入力)を装備している｡

マルチメディアビジョンでは,パソコンの映像をテレ

ビに取り込むことができることがポイントである｡ただ､

し,家庭内で使用されるテレビという商品の特性を損な

うことなく,さまざまな年齢層のユーザーでも簡単に使

える操作性と,目にやさしい鮮明な映像の実現を図るこ

とが必要である｡マルチメディアビジョンのようなテレ

ビが普及していくことにより,家庭内で多様な映像情報

を簡単に楽しめる環境が整っていくものと考える｡
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1.はじめに

テレビを耳軋り巻く環境の変化に伴い,テレビに対する

消費者のニーズも,マルチメディア化に向けて大きく変

化しつつある｡このようなニーズに合わせ,パソコンの

映像をテレビに取り込んで,リモコン(リモートコントロ

ーラ)で周辺機器を含めたコントロールができるテレビ

｢マルチメディアビジョン+"C32-HMV7''を開発した｡

ここでは,このマルチメディアビジョン``c32-HMV7''

の主な機能について述べる｡

2.市場ニーズと開発の背景

2.1市場ニーズ

映像と人とのインタフェースは,最終的には画面(モニ

タ)が受け持つことになる｡家庭内のように限られたスペ

ースの中では,一つの画面で今までのチャネルと同様に,

多種多様なメディアを映し出せることが必要になってく

る｡これは,テレビが家庭内の各種情報の窓口としての

重要な役割を担うからである｡

また,これまでのテレビは一般的に,放送されている

テレビ番組を視聴する,受け身的な使い方として利用さ

れていた｡しかし,これからは多チャネル,多メディア

が家庭に浸透するに従って,｢チャネルを選択する+,｢情

報を選択する+という能垂加勺な感覚を強いられるように

なってくるものと考える｡テレビを核とした場合には,

｢選択する+という能動的な部分をできるだけ感じさせず

に操作できたり,また,テレビの周辺機器が増えても,

現在のリモコン(リモートコントローラ)中心の操作性を

損なわずに他の機器をコントロールできることが必要に

なる｡

2.2 開発の背景と課題

2.2.1開発の背景

業務用でも家庭用でも,急速に普及率が高まっている

パソコンの映像をテレビを通して見たいというニーズに

焦点を当てて,｢マルチメディアビジョン+を開発した｡

その背景としてまず第1に,パソコンでグラフィック

や写真を取り込み,資料を作成してプレゼンテーション

などを行うことが企業の中で一般化しており,その表示

デバイスとして複数の人が同時に見ることができる大型

両面が必要となってきたことがあげられる｡すでに,40

型以上の大型のスクリーンについては業務用ユースとし

てプロジェクタなどが普及しているが,応接室などのよ

り少人数でのプレゼンテーションや小規模の会議などで
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は,マルチメディアテレビの普及が考えられる｡またそ

の際に,ビデオやビデオカメラの映像も同様に人力

することができれば,その汎肘性が高まるものと思われる｡

第2に,インターネットの普及があげられる｡ショッ

ピング,出版,公共サービスなどの多岐にわたるサービ

スが加わってくるにしたがって,家庭でのアクセスは確

実に増えつつある｡家族が茶の間のテレビでインターネ

ットの情報を楽しむシチュエーションがしだいに一般化

していくと考える｡

このようにパソコンの映像が,ビデオやレーザディス

クのようなAV(Audiovisual)機器と同じように,テレビ

と同一り画面で扱えることが必要となってきた｡

2.2.2 開発の課題

テレビにパソコン映像を取り込む際の課題となるのは

高画質化である｡わが国では現行のテレビはNTSC方式

であり,細かい文字やグラフィックを表示すると,どう

してもフリッカ(ちらつき)が避けられない｡そこで,パ

ソコン映像を鮮明な画面で再現できるように,パソコン

モニタで使われている順次走査方式が要求される｡

一方,高画質化を必要とするもう一つの要因は,画面

の大型化の進展である｡迫力ある映像を楽しみたいとい

うニーズは家庭内で非常にべーシックなものであり,今

後も大画面化は引き続き進展していくと考える｡

以上の動向を背景に,マルチメディアビジョンの開発

に着手した｡商品コンセプトは,一般のテレビとしての

表】 マルチメディアビジョン"C32-HMV7”の主な仕様

ワイヤレスPCコントロール機能や,〉GA入力端子2系統を装備した｡

項 目 内 容

型 式 C32-HMV7

C P T
名 称 HDティント

マスクピッチ 横0.74mm,縦0.64mm

映 像

三次元Y/C分離回路

l125コンバータ(高画質順次走査)

ダブルスーパマトリクス

HH

音 声 出 力 10Wx2

機 能

パソコン対応(VGA)

ワイヤレスPCコントロール

ワイドクリアビジョン識別

ゲームポジション

水平位置調節(パソコン,HD入力だけ)

サイズ･サイドピン調節(パソコン入

力だけ)

チルト調節

注:略語説明 CPT(ColorPictureTube),HD(High Def仙tion)

Y(輝度信号),C(色信号),HH(ワイドクリアビジョ

ン水平高画質化回路)
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機能,性能を確保したうえで,パソコンを含めたすべて

の映像を高いクオリティで再生できることである｡また,

商品化にあたっては,一般家庭への普及を想定しながら

も,これらの機能･性能に対して必然的に要求度が高い

業務用のものを目指した｡開発したマルチメディアビジ

ョン"C32-HMV7''の主な仕様を表1に示す｡

マルチメディアビジョンの特徴であるパソコン接続時

の操作性や高画質化技術について次章で述べる｡

3.ワイヤレスPCコントロール機能

テレビでパソコンの映像を見る場合,以下の用途が主

となる｡

(1)インターネットや各種ソフトウェアを家庭で楽しむ

リビングユース

(2)各種プレゼンテーション

ーL記に共通するのは,通常のディスプレイとは異なり,
離れた位置から視聴するという点である｡この場合,パ

ソコンを遠隔操作できれば使い勝手が飛躍的に向上する

ことから,C32-HMV7では,テレビのリモコンを使って

パソコンのマウス操作ができるワイヤレスPCコントロ

ール機能を搭載した｡

ワイヤレスPCコントロール機能の概要は以下のとお

りである｡テレビに向けてリモコン操作を行うと,テレ

ビ側ではリモコン信号をマウス信号に変換する｡変換さ

れたマウス信号は,パソコンのマウス端子とテレビとを

接続する専用のコントロールケーブルを通してパソコン

を制御する｡これにより,パソコンのマウスカーソルの

移動やクリックなどがテレビのリモコンの遠隔操作でで

きる｡

テレビのリモコンでマウス操作を行う際に重要なの

が,操作性の問題である｡マルチメディアビジョンでは,

マウスカーソルをスムーズに移動できるように,以下の

マ
ウ
ス
カ
ー
ソ
ル
移
動
速
度

1速

2速

3速

4速

1速

2速

3速

4速

リモコンカーソルポタン:オン オフ オン

時間

図】リモコンによるマウスカーソル制御動作

リモコンのカーソルボタンを継続して押した場合は,移動速度が

4段階に速くなる｡

方法で操作性の向上を図っている｡

(1)リモコンのカーソルボタンを継続して押した場合,

マウスカーソルの移動速度が図1に示すように,徐々に

速くなるように制御する｡

これにより,カーソルボタンの押し始めはマウスカー

ソルの移動速度が遅いため,小さいアイコンを選択する

などの細かい操作ができる｡また,カーソルボタンを継

続して押すことにより,画面の端から端ヘマウスカーソ

ルを速く移動することができる｡

(2)リモコンのカーソルボタンをすばやく押し換えた場

合,マウスカーソルの移動速度は,押し換える前の速さ

を維持するように制御する｡

例えば,マウスカーソルを右斜め上方向に移動する場

合,リモコンの右カーソルキーから上カーソルキーにす

ばやく押し換えることにより,キーを押し換える前の速

度が維持でき,目標物に速く移動することができる｡

4.高画質化技術

マルチメディアビジョンとしてのテレビの役割は,前

述したようにパソコンをはじめとするさまざまな映像ソ

ースを,すべて鮮明な画質で映し出すことである｡その

実呪のため,多くの高画質化技術を駆使してこの開発を

行った｡

現行のテレビ地上波放送NTSC方式では,周波数帯城

を半分に節約するため,1枚の映像(水平走査線数525本)

を2枚(水iF走査線数262.5本)に分けて送信して,テレビ

に表示する,飛越し走査(インターレス)を行っている

〔図2(a)参月別｡しかし,飛越し走査では走査線数が÷に

なるため,大画面になると画像が粗くなり,走査線が見

えてくるという短所がある｡また,ある点や繰を偶数･

奇数の走査線が交互(上下)に走査して表示しているの

で,その部分では上下にチラチラと志秒間隔で走査線の

幅だけ動く妨害(ラインフリッカ)が生じ,垂直解像度が

落ちてしまう｡これは天気予報などの静止画や大画面で

特に気になるところである｡

このラインフリッカや走査線の粗さを目立たなくする

技術の一つとして,高精細順次走査がある｡

高精細順次走査処理とは,送信されてくる2枚の映像

信号をテレビ内部で合成(フィールド補間)し,表示する

処理(ノンインタレース)のことである〔国2(b)参照〕｡た

だし,動きのある画像では孟秒のぶれが生じるため,こ

のフィールド補間は静止画だけに適用し,動画について

は,上下の走査線から合成(ライン補間)を行っている｡

11
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チラチラと上下に動く

ラインフリッカが生じる｡

走査線

(吉敷)

警本

1

≠宏

走査線
(偶数)

竿本

1

(1枚の完全な画像)

(a)NTSC標準信号

走査線

そのまま補間する｡

静止画部はフィールド補間

圏
朽

∽

粥

-
7S

顔應

盛｢

走査線

(ライン)

走査線

‾ノレ

平均値を
作り補間

動画部はライン補間

(b)恵精細順次走査処理

＼
､

ココ

(a)NTSC方式

このような動き適応処理を行うことによi),NTSC方

式の大型テレビで目立っていたラインフリッカや走査線

の粗さが無くなり,目に優しく,きめ細やかな映像を再

現することができるようになった｡高精細順次走査処理

前彼のラインフリッカの比較を図3に示す｡また,パソ

コンの信号と同様の順次走査を行うことにより,映像の

拡大,縮小が容易となる｡これは,今後のマルチメディ

アビジョンには欠かせない技術である｡

5.おわりに

ここでは,パソコンの映像をテレビに映し出すことが

できるマルチメディアビジョン"C32-HMV7”の主な機

能について述べた｡

今後は,家庭の映像情報としてさらに多様なサービス

が登場してくると予想され,サービスに対するコストや

安全性の面での要求が高まってくるものと思われる｡今

後も,真に生活を豊かにしていくという視点を持ち,新

時代のテレビの開発を進めていく考えである｡

参考文献

1)笠原,外:13.3型スーパーTFT液晶マルチメディアビ

ジョン,口立評論,79,8,617-620(平9-8)

12

＼
＼
､ ＼

■＼

ヨ5､＼

(b)高精細順次走査

執筆者紹介

鼠

､r〆:淋

■

図2 NTSC標準信号と

高精細順次走査処理

高精細順次走査処王里で

は,映像に動きがあるかど

うかによってフィールド補

間とライン補間をなだらか

に切り替えることができる

ので,自然で美しい高精細

画像が得られる｡

図3 NTSC方式と高精

細順次走査のラインフリ

ッカ比較
NTSC方式(a)では飛越し

走査を行っているため,垂

直解像度の高い領域でライ

ンフリッカが生じる｡高精

細順次走査(b)では,二のラ

インフリッカを解消するこ

とができる｡
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